
　

　　　　　　　　　　　

校訓： 仁愛 自主 創造

多久高だより
第210号 令和5年2月28日

佐賀県立多久高等学校

〒８４6－０００２ 多久市北多久町大字小侍23

学校長 甲斐 照章
電 話 0952-75-3191
FAX 0952-71-9001
編 集 多久高等学校 教務部

httpｓ://ｗｗｗ.education.saga.jp/hp/takukoukou/

INFORMATION   OF   TAKU   HIGH  SCHOOL

「 幸福になるために 」 ３年学年主任 緒方 秀樹

「 皆さんの輝かしい将来の姿を楽しみに！ 」 ３年３組 副担任 森永 茂

「 未来の映像 」 ３年２組 担任 山田 克文

少し前まで寒さに身を縮めていたのが、今は暖かい日差しを感じるようになってきた。

さて、君たちに光の速さについて少し話そう。光の速さは秒速約30万㎞であり、1年間に約9兆5000億㎞の距
離を進む。そして、1光年(＝約9兆5000億㎞)という単位で途轍もなく広大な宇宙を研究するのだが、ここでは私
たちがよく見る月や太陽に目を向けたい。月や太陽から地球までの距離はそれぞれ約38万㎞、約1億5000万㎞であり、光はそれ
ぞれ約1.3秒、約8分で届く。「ものが見えるとは、光源から出た光がものに当たり、反射した光が私たちの目に届くこと」であるので、
このことは、私たちが空を見上げて月や太陽を見るときに、約1.3秒前の月や約8分前の太陽を見ていることになる。「見えている姿
は昔のもの」とは、何とも不思議である。勿論、町の風景や君たち自身にも同様のことが言え、光は浪漫に満ち溢れた存在と言って

よい。

ところで、この光とは違うが、君たちはまた「生き様」と言う光も放っている。その放ち続けた光を自身で未来に受け取ったときに、

君たちはどの様な映像を見るのであろうか。

願わくば、君たちが十分に満足できるものを見ることを期待して、ではサヨウナラ✋

皆さんにとっては、高校生活最後の1年間しか私は関われませんでした。それでも、授業や部活動を通して、皆さん

の今後の人生にとって大切な進路決定の学びや成長に関われたことを嬉しく思います。卒業後の皆さんの人生では、

出会い・別れ・悩み・辛いこと・楽しいことなど様々な選タク肢があり、責任や恐れを感じながらも自分で決めていかな

ければいけません。本校で学んだ事を活かし、多久高生らしく、タクましく、自分の人生や社会がより良くなるように選タクして生きていっ

てください。

皆さんにタクさんの幸せ・喜びがあることを願っています。

「 ご卒業おめでとうございます 」 ３年２組 副担任 西村 大樹

「 この３年間の意味 」 ３年３組 担任 江頭 辰弥

ご卒業おめでとうございます。

みなさんにとって、高校生活はどんな３年間でしたか？おそらく、新型コロナウイルス感染症の影響で、本当にたくさ

んの学校行事が制限されて、この３年間は本当に我慢と諦めの過渡期だったと思います。様々なものを失ったと感じ

ている人がほとんどではないかと思います。しかし、これだけは言えます。それでもみんなはたくましく高校生活を送ってきました。多久

高校に新たな歴史を刻みました。そして何より、いろんなことができなかった時期を過ごしたからこそ、実現できたときにより大きな喜び

になるということ、当たり前の生活がどんなにありがたいことなのかということ、そこに気づくことができたら、この３年間は貴重な経験で

あり大きな財産となるということです。アンジェラ・アキの『手紙～拝啓十五の君へ～』という歌に「人生の全てに意味があるから」という

歌詞があります。この高校生活が意味を持つのは、これからなのです。

人生これからいろいろなことがあると思いますが、力強く生き抜いてほしいと思います。

どうかお元気で。

ご卒業おめでとうございます。

３年３組の副担任として、皆さんと共に過ごした１年間。短い期間でしたが、私にとっても忘れられない思い出になり

ました。

この３年間、コロナ禍で、制限された学校生活を強いられたことと思います。

無観客ながら頑張った高校総体、夏の暑い中、汗だくになりながら演舞の練習に励んだ体育祭、そして、就職試験や入学試験を受け、

ドキドキしながら受け取った合格通知の嬉しかったことなど。どれをとっても皆さんと共に頑張ってきた大切な思い出です。

４月から皆さんは社会人や学生として新しい舞台へと駒を進めて行かなければなりません。多久高校での様々な経験は今後の人生

の糧になると思います。そしてグローバルな企業人または学生として、日本だけではなく世界に羽ばたく存在になってほしいと思います。

十数年後の皆さんの成長を楽しみにしています。そして、人生をポジティブにエンジョイしていただければ幸いです。

最後に元気と若さを与えてくれた３年３組の皆さん、ありがとう。

Ｂｏｎ Vｏｙａｇｅ！

「 自分軸を持って生きていこう 」 ３年４組 担任 橋本 明子

「 卒業する３年生の皆さんへ 」 ３年４組 副担任 北村 美穂

３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。縁があって、２年生からの２年間、この学年に関わることができて、毎

日とても充実した日々を送ることができました。特に、健康福祉系列の生徒の皆さんは、毎日のように授業で顔を合わ

せるのが当たり前でしたね。思い返せば、皆さんとの１日１日はとても濃かったです。２年間の系列での授業を通して、

色々な場面で皆の頑張りや成長する姿を傍で見ることができて、たくさん元気をもらいました。ありがとう。

コロナ禍での高校生活。学校行事も制限されたりして、想像していたような高校生活ではなかったかもしれません。しかし、この高校生

活で得たものは、これからの人生できっと皆さんの自信につながると思います。これから先も人との出会いを大切にして、相手のことを

思いやる優しい心を忘れないでください。そして、皆の素敵な笑顔で周りの人を幸せにできる人になってくださいね。

皆さんの人生が幸せなものになることを願っています。

「 卒業するみなさんへ～幸せな人生を送るために～ 」 ３年１組 担任 荒木

「 卒業生の皆さんへ 」 ３年１組 副担任 永井美由記

ご卒業おめでとうございます。

皆さんの過ごしたコロナ禍での高校生活は、友人とのつながりやイベントなどへの参加機会が失われ、修学

旅行などの学校行事も制限された中での参加でした。部活動の大会等にも制限がかかり、休校やオンライン

授業により学習の機会が変わりました。その中で自ら個性を磨き多くの先生方に係っていただいて成長することができたと思いま

す。本当に頑張りました。私はこの一年３年１組の副担任として皆さんとともに過ごせて幸せでした。卒業後は皆さん一人一人が

その持ち場で誠実に使命を果たしてください。そして未来の新しい社会を作り出していく存在になってくれることを願っています。

今後の活躍を期待しています。

3年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。この３年間、皆さんの高校生活のサポートに間近で関わらせていただ

き感謝いたします。普段の学校生活の中で、やろうと決意した時の皆さんの奮闘する姿と、さりげなく見せてくれる優し

さに、今振り返ってみてもあらためて温かいものを感じます。コロナ禍の３年間で困難も多かったに違いありませんが、

明らかに入学当時から大きく成長し、不安定だった自分が少し見えてきた人たちもいるでしょう。卒業は人生の中の大きなスタートです。

これからはより一層、様々な異なる意見や考え方に触れ、その中で自分をさらに確立して行ってください。困った時は周りに相談するこ

とを忘れず、また、決して独りよがりにならず、でも確かな自分軸を持って長い人生を強く、楽しく、着実に歩んでいきましょう。

３年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。

高校卒業という節目を迎えて、春からの新しい生活に期待と不安でいっぱいなのではないでしょうか。これま

では困難を感じることなく過ごしてきた人も、長い人生の中では挫折や困難を経験することもあるでしょう。幸せ

な人生は、自らが作り出すものですが、忘れてはいけないのは、支えてくれている方々への感謝の気持ちです。私自身、人生の

節目で、自分の力ではどうしようもできないこと、一生懸命に努力をしても報われないことがありました。中には息もできないくらい

苦しく感じる経験もありました。一人では乗り越えられないことも、今をあきらめずに一生懸命生きていれば、身近にいる友人や家

族、同僚が支えてくれる環境ができました。今の私がここに立ち、皆さんと出会えたのも、支えてくれた方々がいたおかげです。挑

戦をあきらめず、感謝の気持ちを忘れず、前を向いて歩んでいけば、周りの環境が変わります。困難を乗り越えると自信がつきま

す。挫折や困難を乗り越えて、強く優しい人になってください。そして誰かを身近な誰かを支えられる人になってください。

最後に、３年１組のみなさん。ともに悩み過ごした楽しい日々は荒木の宝物です。ありがとう。

「良い所へ就職をしなさい」。「良い大学へ行きなさい」。お家の人なり先生なり誰かしらか聞いたことのある言

葉でしょう。では、良い就職をすれば、良い大学に行けば必ず幸福になれるかといえばそうではない。それは皆

さんも感覚としてはわかっていると思います。「幸福になりたい」。昔から人にはこの思いは強くあるものの、どう

すれば幸福になれるのかという問いに答えきれる人はそう多くはありません。そこでここでは先人の知恵を借りて一緒に考えてみ

ましょう。

古代ギリシアにアリストテレスという人がいます。有名な人ですから聞いたことのある人もいるでしょう。彼は「倫理学」という学問

を初めて体系化した人で、この倫理学の原典とも言える本が『ニコマコス倫理学』です。彼の論に従って言えば、就職先や大学は

外的な幸運で、それを生かすためには内的な力となる「徳（アレテー）」が必要だと言います。また人は一人で生きるものではなく、

社会的動物なので相互的な絆も必要です。それを彼は「友愛（フィリア）」と言いました。要するに他者とともにこうありたい、こうな

りたいという欲望を満たすようにし、「真・善・美」を追求する徳をもって幸福を求めることが必要なのです。それでも極端な徳は何

かしら弊害を生む。だから中庸の精神が必要とも彼は言います。紀元前の人とは言え、素晴らしい考えだと思います。

この他にも幸福について考えた人は多く、ヒルティ、アラン、ラッセルがそれぞれ『幸福論』を著しています。読み継がれる古典と

いうものには普遍性があると思います。是非手に取ってみてください。



　　　　　　　　　　　

　


